
3.協議メモ 

 

■ナカワ VTI とのミーティング（１） 

 

日時：2007 年 1 月 10 日(水) 

面会者：Mr. Abasi Tuzinde, Principal 

 Mr. Kiwanuka Makumbi, Deputy Principal 

 Mr. Silver Stanislaus Olowo, Ag. Deputy Principal Training 

 Mr. Oteka Albino, Training Manager 

 Mr. Muwanga Godgrey Fred, Coordinator TCICT 

 

フォローアップ調査について 

 フォローアップ調査で得られた情報は大変貴重であり、プロジェクト内容のフレームワー

ク作成においても大変有用になるものと調査団側から謝意を表明。 

 他方、JICA 本部のコメント反映を依頼（①BCP、Carpentry、Electiricity 分野において、特

に訓練ニーズが高い具体的なエリアについて、②Pedagogical 分野において、特にニーズ

の高いエリア/項目について、③指導員、管理者の人数について公立校・私立校による分

類を行なうこと、④ナカワが有する 7 学科を設置している学校数）。これらについては、

15 日（月）までには完成させるとのこと。 

 また当方より、調査にかかる分析が全て地方を切り口としているが、地方ではなく学科・

分野別の切り口による分析を付け加えてもらいたい旨依頼。17 日（水）までに完成させ

るとのこと。 

 なお、上記の追加依頼事項については JICA 事務所との契約の関係もあることから（契約

履行期限は 12 日）、別紙にて提出する予定。 

 

 調査の結果によると、BCP, Carpentry, Welding, Sheet metal, Automotive のマーケットニ

ーズ（卒業生の就職先として）が高い。 

 他方、電子、電気、IT については人気が高まっているが、就職先のボリュームとしては

依然として小さく、上記の分野が圧倒的である。 

 また地方では電気が無い地域も多く、上記 3 分野のマーケットニーズがそもそも少ない地

域も多い。 

 

プロジェクト内容について 

 マスタートレーナーの育成を含む、プロジェクトの骨子、カスケード方式については了解。

大きな異論は無い。 

 ただし、日本からの協力分野として「木工」、「自動車」を是非入れてほしい。これら 2 分

 

 

３ 協議メモ 
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野は今般調査でも明らかになったように、マーケットのニーズが高く、必須と考えている。 

 マスタートレーナー２にかかる日本での研修は、現行アイデアよりも増やし、Pedagogy

に対して 1 ヶ月、技術に 2-3 ヶ月としてほしい（⇒その他、ウガンダにおけるマスタート

レーナー1 に対する訓練期間についても様々な議論が出たが、訓練モジュールを見定めた

うえで、期間については改めて考えることとした。【参考】CVTI については Pedagogy に

2 ヶ月、技術に 4 ヶ月がナカワ側のほぼ一致した意見）。 

 マスタートレーナー１、２は混乱するため、別の名称が良いのではないか。例として校長

より、Chief Instructor が提案された。 

 この点について当方より、Chief Instructor は既存の呼称・ポジションであり、プロジェク

トが意図している新たなステイタスを印象付けることが出来ないと返答。名称については、

再度検討することとした。 

 トレーニングの実施は夏休み等の休暇期間中が最適。夕方等の選択肢もあるが、実際には

休暇を利用したタイミング以外には難しいのではないか。 

 （マスタートレーナー１および２については、訓練実施者になることで、これまでには無

かった新たな仕事が増えることにもなるが、モチベーションを含め、心配な点は無いか？

との問いに対して）トレーニングを実施することは訓練校の義務であり、特に問題は無い

と認識しているとのこと。 

 ただし、マスタートレーナー（特にマスタートレーナー２）を得るモチベーションとして、

マスタートレーナー２の授与を以って、一定の学位と同等のものであると認証してもらえ

るようにしてもらいたい（←背景として、現在訓練校のスタッフは Ministry of Public 

Service の基準によって給料が設定されているが、これら基準には学位などがクライテリ

アとなっている。そのため多くの指導員は学歴が欠けているために、ポジションが上がら

ない、給料が増えないといったことが起きている。） 

 CVTI、DVTI の資格については、8 月のワークショップ以来話し合われたことは無い。た

だしナカワとしては将来の短大化も見据え、CVTI、DVTI を授与できる体制にしてゆきた

いと考えている。 

 

その他 

 本プロジェクトで、訓練受講者のための既存 accomodation 施設の rehabilitation を行なっ

てほしい。Rehabilitation 必要部屋数：20 部屋、必要コスト：Ush200 万/部屋とのこと。

また Pedagogy に関して、二つの教室の rehabilitation も合わせて行なってほしい。 

 ナカワは現在の 7 学科から、今年 8 月から 9 学科にする予定（BCP、Pedagogy を学科と

して追加）。また Section という呼称を Department に出来るように申請中。 
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■ナカワ VTI とのミーティング（２） 

日時 ：2007 年 1 月 15・17～18 日 

面談者 ：Mr. Abasi Tuzinde, Principal 

Mr. Kiwanuka Makumbi, Deputy Principal 

Mr. Silver Stanislaus Olowo, Ag. Deputy Principal Training 

Mr. Oteka Albino, Training Manager 

Mr. Muwanga Godgrey Fred, Coordinator TCICT 

 

①ニーズ調査(フォローアップ調査および他の訓練校: Lugogo、Jinja、Njeru） 

・BCP、木工、電気の各分野で、特に訓練ニーズが高い。 

・BCP は現在のナカワには設置されていない訓練科目だが、ニーズが多いということで新

設される見通し。したがって、CVTI 等の活動についても、BCP は協力する意欲があり、実

習場は建設中。 

・同様に、電気科から冷凍空調（主として冷蔵庫）部門を独立させる予定という説明もあ

ったが、BCP 科と異なり、あくまで構想段階と思われる。 

・地方の各訓練校における訓練ニーズとナカワが提供できる訓練職種の対比表の提示があ

った。この表のみを見ると、地方ニーズとナカワのサービスが合致しないように見受けら

れるが、ナカワで実施される７（8）科目は、基幹職業訓練分野であり、地方訓練校で行う

訓練科目をカバーしているものである。 

・木工科は以前人気のない科であったが、プロジェクト以後、品質の高い製品の製作技術、

デザインの向上などの技術を付与できる訓練科として人気が高まっている。ニーズがなか

った（人気がなかった）要因は、小規模の自営工房が多く、徒弟制（制度として確立して

いるものではない）の OJT で、市販の家具類の製作技術（さほど高くはないレベルである

が）を覚えることができるので、訓練校に入学するメリットが認識されていない。ナカワ

の木工訓練においては、日本の協力により、その「メリット」が一般的に認識された結果、

上記のように状況が変化したとのこと。 

今回訪問した他の 3 校では、木工に関してはニーズがない（人気がない）科とされてい

るが、ナカワのケースは、今後行われる指導員研修において参考になる事例といえる。 

・今回訪問した訓練校で、ニーズ（人気）が高い職種としては、自動車整備、電気、配管

などがあげられた。 

 

②協力分野 

・今次プロジェクトでは、現職の指導員を対象とした CVTI 訓練を目的とする予定。4～5

月に実施したローカルコンサルタントによる調査で出されたプロポーザルでは、1200H（約

1 年）コースの訓練モジュールが提案されていたが、RPL を適用し、モジュールの一部を実

施することで、現職指導員向け CVTI 訓練が実施できる。 
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・協力分野の候補は、電気、電子、情報、機械、溶接が考えられる。自動車、木工、配管

（含む板金）、建築（BCP）4 分野については、協力リソースの関係から協力が難しいこと

も想定される。協力分野については、日本側のリソースも考慮して決定する予定。 

・情報分野は、電子科で訓練が実施されている。電子科から 2 名の指導員が研修のために

空席になること、２コースの CVTI およびマスター１訓練を実施することはキャパシティ的

に不可能である。したがって、独立した情報コースではなく、指導員全体に必要な教材作

成などの ICT スキルを指導法の研修の中に含めることで対処することとした。 

【追記】 

後日の協議により、国内で走る自動車の多くが日本車である現状から、自動車を候補とし

て追加。溶接＋板金＝金属加工として広く対象分野を広げることとする。ナカワ校がこの

提案に対して賛意を示す。 

 

③指導技法 

・Pedagogy の訓練モジュール内容として、日本版指導員研修の内容と大まかな時間数を提

示。時間数はトータル 138 時間を例として検討したが、これは日本研修の 1 ヶ月の内容と

して想定。 

・前回のプロジェクトで、指導技法関連の技術移転がある程度実施されているので、補足

研修と捉えている。他の訓練校では、ナカワと同等のバックグラウンドがないので、指導

時間を多くする必要がある。 

 

④MasterTrainer2 

・指導技法 1 ヶ月＋技術研修 2 ヶ月の計 3 ヶ月の本邦研修を通じて養成することをウガン

ダ側と確認。 

・この研修で付与される資格は重要。Diploma かそれ以上であるべき。 

・3 ヶ月間の研修でウガンダ国内で認められるか確認が必要。 

・MasterTrainer2 になる資格要件としては、Senior Instructor であること。 

（注）Senior Instructor となる条件 

  －Higher Diploma 以上の技術資格  

  －CTTE／DTTE の資格  

  －5 年以上の実務経験 

（ナカワの各科においては、1～3 名配置され、その中の 1 名が科長として任命されている） 

・研修の開始時期としては、１～3 月が養成訓練の長期休暇にあたるので都合が良い。 

・技術系研修としてのニーズとして、①機械の設置保全技術 ②メカトロニクス ③CNC

が提示される。 

・技術研修の内容は、カリキュラム設定の短期派遣専門家と検討されるべきであり、協力

分野が未定なので、後日の検討課題とする。CNC などは機材投入が前提となるが、非常に
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難しい趣旨のコメントのみ残す。 

 

⑤MasterTrainer1 

・訓練期間は MasterTrainer2 と同じ研修期間を想定していたが、この研修自体を将来の DVTI

課程と想定しているため、修了者に付与される資格は Diplomaが相応しいとの認識で一致。

しかし通常ウガンダ国内の研修では、3 ヶ月の訓練では取得できず、1 年程度は必要と認識

される。RPL を適応しても 6 ヶ月は最低と思料されるので、6 ヶ月を仮置きとし、以後のス

ケジュールは検討する。 

・6 ヶ月の研修 Diploma 付与の可否は、教育省内での検討を要するということで確認。 

 

⑥短期派遣専門家 

・MasterTrainer2→1→CVTI に至る各研修内容の設定のため、MasterTrainer2 訓練前に 1 度、

MasterTrainer1 研修の前に、機材導入・技術指導・研修のモニターのため、必要に応じて派

遣することを検討し、プロジェクト活動全体のタイムテーブル案が作成される。 

 

⑦DTIM 

・JICA 集団研修として実施されている「職業訓練管理セミナー」と「職業訓練向上セミナ

ー」をベースに研修内容を構成していくことで確認。そのための短期派遣専門家の投入が

必要なことも確認された 

・本邦研修として 2 ヶ月を提案したところ、Diploma が問題となる。Diploma のためにはそ

れなりの研修期間の確保が必須であるが、それだけの長期間、マネージャーが席を空ける

ことの可否、そもそも管理業務に資格が必要か等、意見が割れる。 

・結果、Diploma の資格にこだわらず、現実的な管理能力の付与を目的とした 2 ヶ月間の研

修として実施する方向で確認された。 

 

 

【追記】 

1 月 19 日に実施された Pre-Workshop の中で、Diploma については、教育省 BTVET 局長を

含む関係者の協議の中で、以下のとおり確認された。 

・MasterTrainer2 

日本での高度な研修ということなので、3 ヶ月の研修修了をもって、Diploma が与えられる

よう、Council for Higher Education と協議する。 

・MasterTrainer1 

従来のウガンダ国内の慣例では、9ヶ月以上の研修でなければ、Diplomaの付与できないが、

「新しい試み」として、上記と同じく検討する。 
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■BTVET 局とのミーティング 

日時：2007 年 1 月 11 日(木) 

面会者：Mr. Henry Francis Okinyal, Commissioner for BTVET 

 

UPPET 政策変更について 

 06 年 12 月の UPPET から USE への変更については、BTVET 局は事前に全く知らされてい

なかった。BTVET セクターが外された理由は全く見当が付かない。 

 前期中等教育に当たる部分の VTI は入学者数において影響が見られることになるだろう。

なお本政策の変更をもって、生じるであろう入学者予想数の変化については、未だ計算等

なされていない。 

 BTVET 局としては、15 日（月）に、BTVET セクターを無償化の対象に組み込んでもらえ

るように再度交渉する予定である。 

 

来年度予算について 

 現在は、１）UPPET をベースとした予算と、２）BTVET セクターが除外された USE をベ

ースとした予算の二通りを作成している（筆者注：ただし、聞き取り時の状況から判断す

ると BTVET セクターが除外された後者２）の予算が俎上に乗る可能性が高いと推察）。 

 上記予算１）および２）の双方ともに、前年度予算より増額した予算額となっている。１）

については UPPET の関係から総合的に予算が増加、２）の場合においては既存の施設・

機材のリハビリに重点を当てた予算を作成している。 

 BTVET に充てる PAF については、来年度予算でも確保される可能性が高い。 

 本プロジェクトに対する訓練費用として、1,200 万 Ush の予算を申請している。 

 

本プロジェクトについて 

 プロジェクトの内容について異論は無い。カスケードによるシステムは効果的と考える。 

 懸念としては、マスタートレーナー２の候補者が確保されるのか？またマネージャーは通

常の業務がある中でトレーニングのための時間を確保できるのか？と言った点が挙げら

れる。 

 CVTI、DVTI、DTIM の資格については、８月以降議論は進んでいない（議論をしたことは

無い）。 

 （プロジェクト期間中に CVTI 等の資格認定が完了するか否か、調査団側では懸念してい

るとしたところ）資格認定については、National Council for Education の許可を得ること

が必要であるが、この点はさほど困難では無いと考える。承認に要する時間もさほど長く

なく、プロジェクト期間中に十分に承認されると思われる。 

 CTTE については理論重視であり、いずれ CVTI 等に取って代わると考える。 
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■UVQF 局とのミーティング 

 

日時：2007 年 1 月 11 日(木) 

面会者：Ms. Ethel Kyobe, Manager of UVQF Secretariat 

 

UVQF 進捗について 

 現在までに OP が 36 種、Assessment instrument が 15 種、ATP が 10 種完成している。 

 そのうち Nakawa が有している 7 分野のうち、電気、木工、配管工、バイク修理工の 4 種

が ATP まで完成している。 

 自動車整備工については OP まで作成したが、以降の ATP 作業は未着手。必要とされる技

術が自動車メーカーごとに差異があるため、どのように ATP を作成するか考慮中である。 

 Machine 分野については、どのような Occupation の類があるか分からない。如何なる職

種で作成できるのか、アドバイスをもらいたい。 

 Electrician としては「Low voltage」に関する仕事と「High Voltage」に関する仕事を分け

て考える必要があることが指摘された。ゆえに、Electrician の ATP は作成済みであったが

再度作成することを計画中。 

 

学科 想定職種 OP ATP 留意事項 

電子 PC Maintenance Technician 

Electric Appliance Technician 

Database Administrator etc. 

有 

有 

作成中 

？ 

作成中 

 

 

 

電気 Electrician 

Electronics technician 

有 

有 

有 

有 

説明ではElectronics technicianは「電

気」分野との説明（要確認） 

機械 ? （Machine Operator？） ― ― 如何なる職種が想定されるか不明の

ため、OP も未着手 

自動車 Motorcycle Mechanic 

Motor Mechanic 

有 

― 

有 

― 

自動車整備士は保留中。車種ごとに

特徴があり、どこまで細分化すべき

か検討中。 

木工 Carpenter 有 有 左記 Carpenter は家具製造を指す 

板金 Metal Fabricator 

Plumber 

有 

有 

作成中 

有 

 

溶接 Welder ― ― Metal FabricatorのATPの中に溶接が

含まれているため、作成予定なし 

 

 Instructor と（Training)Manager については、OP まで終了しているが、以降の ATP に向

けた作業は未着手。現在の UVQF（部）の人員では能力的に作成できないため、この 2 種
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については、本プロジェクトを中心としながらドイツ等とともに作成できないだろうか

（UVQF 側コメント）。 

 AfDB から２２種の ATP を作成する資金援助を受けたが、昨年１２月末をもって、そのう

ちの８種（Motorcycle mechanic, Electronics technician, Lab technician, Hotel technician, 

Solar energy technician, Tour guide, Coffee extension worker, Hotel room attendant）を作

成済み（⇒この８種を含めて、現時点までに合計１０種完成）。 

 近々に残り１４種の ATP 作成職種を決定する予定。１月末にボードに作成するべき優先職

種を提案する予定なので、当調査団からも提案があればお願いしたい（⇒ ナカワ７学科

に関する職種を優先させてもらいたい旨述べる。基本的に了承とのこと。上記にあるよう

に Machine 関係等の職種等を調査団から提案する必要有と考える） 

 ATP の作成には半年程度が必要。 

 

本プロジェクトについて 

 カスケードによる指導員養成、管理者養成については了解。 

 CVTI 等の新資格については、Department of Teacher Education、Industrial Training Council

等と議論することが必要ではないかと考える。 

 

 

■DIT とのミーティング 

 

日時：2007 年 1 月 11 日(木) 

面会者：Mr. Mukas Kiyaya, Ag. Commissioner DIT 

 Mr. Kiwungulo George Stephen, Ag. Supertendent Trade Testing DIT 

 

プロジェクト内容について 

 プロジェクトの内容については了解。 

 CVTI、DVTI 等の資格要件、資格内容等については DIT が精査を担当するべきである。ま

た CVTI、DVTI の授与は DIT が実施するべきものと認識。 

 現状のナカワは Certificate 以外の資格を出せないため、新資格については DIT が実施すべ

きと考える。 

 CTTE は理論が主の資格であり、本 CVTI 等とは性格が異なる。ゆえに二つの資格が並存し

ていても問題は無いと考える。 

 

その他 

 UVQF は正式に DIT 傘下のプロジェクトとなった。 
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■GTZ とのミーティング 

 

日時：2007 年 1 月 12 日(木) 

面会者：Mr. Gunter Schroter, Chief Technical Advisor, GTZ 

 Mr. Detlef Betz, TA for PEVOT 

 

BTVET セクターに対するドナー 

 Education Development Partner として 15 の国、組織が教育セクターに対して支援を行な

っている。そのうち、BTVET セクターへの支援を行なっている国、組織は、EU（BTVET

のうち保健分野）、WFP（Skills Development）、および AfDB、GTZ、JICA が挙げられる。 

 

ドイツによる支援について 

 KfW によるルゴゴへの支援は現時点では不明（となった）。ルゴゴ側に指導員訓練実施に

ついての高いモチベーションが見られないため、ルゴゴの状況、意識を確認してから計画

を考えたい。ついては、KfW の雇用コンサルタントが来週ウガンダ到着の予定。ただし

KfW による BTVET セクターへの支援そのものは実施される予定。 

 DED による UGAPRIVI に対する支援は予定通り進行中。 

 ドイツとしてはウガンダ側の予算確保について最大の関心、懸念を持っている。KfW のプ

ロジェクトに関するカウンターパートファンドは未だ計上されていない。また来年度予算

について PAF の Protection が確保されるか否か心配している。 

 また今回の UPPET から USE への変更についても、教育省に懸念を表明する予定。 

 

本プロジェクトについて 

 プロジェクトのコンセプトについては了解。カスケード方式による訓練のシステムは良い

と考える。 

 訓練モジュールを UVQF と整合させる必要があるので、その点に留意してもらいたい。 

 （訓練モジュールを 1,200 時間から大幅に減少させるアイデア（例：400 時間）について）

1,200 時間の設定についてはドイツ、ウガンダの専門家が調査のうえ算定した必要時間数

であることから、資格の要件等について良く吟味したうえで必要時間数は考えてもらいた

い。 

 （PDM について説明したところ）成果１の「資格が整備される」とは、UVQF までを包含

すると見える（UVQF はドイツ支援との意識）。また CVTI 等の新資格についても、整備す

る主体はウガンダ側であるため、表現振りを考えたほうが良いのではないか。 

 （上記に関して、もう一つの成果文章である「Proposal ,,,,,is formulated」を説明したと

ころ）こちらであればより明解と思う。 
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 なお PDM については、今すぐにコメントできないので追ってコメントさせてもらいたい。 

 

 

■DED（UGAPRIVI）とのミーティング 

 

日時：2007 年 1 月 17 日(水) 

面会者：Mr. Emmanuel K. Bampigga, Chairman of UGAPRIVI 

 Mr. Yusuf Bachu, General Manager of UGAPRIVI 

 Ms. Lioba Beck, Pedagogical Advisor, DED 

 

DED の協力内容について 

 UGAPRIVI は 1998 年設立。現在、加盟校は 273 校を数える。 

 UGAPRIVI は６つの Region に UGAPRIVI Academy という地域事務所を置いている（追っ

て、現在未設置の West Nile Region にも設置予定）。 

 DED は UGAPRIVI に対して技術支援を行なっており、現在上記の各地域事務所に技術アド

バイザーを派遣している。 

 2006 年のインストラクター研修は、60 人を対象に短期コース（2 週間）を実施したのみ

（講師自らが移動して研修実施）。今年から本格的な実施に入る予定。 

 2007 年は研修対象を Central、South Region として、各々60 校（=60 人）に対して研修

を実施する。研修講師は KAL の教師（多くは元 Kyambogo 大学教師とのこと）。2 人～5

人のチームを編成して、Region の中心校等を利用して研修を行なう予定。上記 2 Region

に加えて、Eastern も可能であれば実施したい。 

 訓練内容は Pedagogy が中心。訓練モジュールとしては 4 つのモジュールを用意しており、

ひとつのモジュールに 2 週間を充てている。2 週間の内訳は、11 日間＊8 時間/日の計 88

時間。よって、4 つのモジュール合計で 352 時間を予定。訓練終了後に CTTE を授与。 

 技術研修も重要であることは十分に理解しているが、現時点ではリソースの問題等もあり、

如何なる方法が最適かを検討中。具体的な実施計画は無し。 

 訓練参加に際しては、参加者から Registration fee として何らかのコストシェアリングを

考えたい。 

 UGAPRIVI としては、これら研修を通して優秀な人材にはインハウスの指導員になっても

らいたいと考えている。上記の Region を移動しながら研修を実施する、研修実施チーム

のメンバーとして配置することを考慮。 

 

本プロジェクトについて 

 カスケード方式を含め、良いアイデアと思う。 

 訓練に要する時間として、JICA 調査団の提案する約 400 時間は適切な時間数と考える。 
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 マスタートレーナー1 育成のための研修の際には、研修受講者として UGAPRIVI を入れる

ことが出来ないか検討してほしい。 

 プロジェクトの中で、CVTI 等の研修内容、カリキュラムを決めてゆく際には、DED、

UGAPRIVI も是非討議に参加させてほしい。 

 

 

■教育省計画局とのミーティング 

 

日時：2007 年 1 月 17 日(水) 

面会者：Mr. Godgrey Arnold Dhatemwa, Assistant Commissioner (Planning and Budgeting) 

Mr. Byamugisha K. Albert, Assistant Commissioner (Statistics, monitoring and 

evaluation) 

Mr. Mayoka James, Ag. Principal Economist 

 

BTVE セクター状況 

 UPPET は再び復活。内容も基本的には以前と変更しない。（⇒ただし、この点については

教育省内部のみの決定事項なのか否かについて要確認） 

 

本プロジェクトについて 

 本プロジェクトの内容については了解（インストラクター研修によって、通常の生徒に対

する研修が影響を受けないことを確認したかったとのこと）。 

 （CTTE の扱い、CVTI の承認について、どの部局が担当することになるのかとの問いに対

して）DIT が中心となるといった議論が 8 月のワークショップの際にあったことは記憶し

ているが、これまで関係者でコンセンサスを取ってはいない。この点についてはワークシ

ョップで話し合いたい。 

 （先方よりプロジェクトドキュメントを入手）ドキュメントのうち、Estimated budget

が空欄のまま。プロジェクトにおける活動内容＝トレーニング対象者数、を基にしたコス

トの積み上げをする必要がある。その意味では、プロジェクトでのトレーニング規模など

をもとに算定してほしい（一緒に算定したい）。 

 当方より、現在プロジェクト内容、研修科目、時間およびナカワ側のキャパシティについ

て現在調査をしているので、この点については 22 日のワークショップ後に話し合う機会

を設けたいと返答。 
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4.中核的BTVET機関の現状 
 
１．Jinja Vocational Training Institute 
日時 ：1月16日 
面談者 ：Mr. Masolo Sam Jasper,  Ag. Principal 
  Mr. Behayo Patrick, Ag. Deputy Principal 
1.1 概略 
1982年、世銀プロジェクトにより設立。 
現在の訓練コースは、2年課程の養成訓練（UNEB Craftsman Certificateレベル） 
訓練実施科目は7科目（自動車、電気、配管、溶接、BCP、機械、木工：順番は応募の多い順番、定員は

20名） 
ジンジャ周辺では、企業が多くまた建設工事の需要が多いので、電気・配管のような設備系の科目のニー

ズが高い。したがって、就職状況は良好であるが、具体的な追跡データはない。今年 Industrial Training 
Coordination職を導入し、就職モニターも含めた企業連携を強化する。 
木工の人気のない理由としては、小規模の工房が多く特に技量がなくても就職が可能で、OJT（徒弟制）

で最低限の技術を身につけることが可能なので、訓練としてのニーズは低いとジンジャVTIでは分析して

いる。 
上記7科目のほかに、兵士（除隊ではなく現職）の訓練コースを受け入れている（自動車、溶接、カーエ

レクトロニクス）。期間は半年～1年。 
他に、UGANDA-Electricityの訓練を受け入れており、ジンジャVTIで2週間、企業で2週間の訓練を行う。 
周囲の企業から訓練実施の依頼があるものの、実習場などのキャパシティに制限があり、対応できていな

いのが現状。 
 
1.2 実習施設 
狭い、古い、暗い。機材も少ない。 
ナカワと比べるとかなり見劣りする。 
実習場・教室も少なく、現状ではCVTIコースの実施を行う（ハード的な）余裕はない（後述）。 
 
1.3 CVTIについて 
現状の協力案を提示、賛同を得る。 
指導員のMasterTrainer1 訓練への参加、CVTI 訓練の実施については、現状では難しいが、ADBⅢプロジ

ェクトの協力予定があり、これが実施されれば、実習場・寄宿施設・人員等のかなりの改善が期待できる

ので、それ以降であれば可能。 
 
1.4 その他 
アフリカ開発銀行（ADB）によるリハビリプロジェクトが予定されており、2007～2008 年での協力（1
年間）を予定。 
主な協力内容としては、 
教室棟（4棟）、図書館、コンピュータ室、寄宿施設（240名収容）、製図室、食堂などの設置・改修 
実習機器、什器、図書の供与 
 
２．Nile Vocational Institute 
日時 ：1月16日 
面談者 ：Mr. Benon F. Kwikiriza, Director 
1.1 概略 
私立の職業訓練校。 
ドイツ他教会系や国内企業からの援助で設立・運営されている。 
訓練規模は大きく、P7・S4・S6 と、初等教育レベルから、短大課程まで備えており、期間も 1 年～3 年

半と各種コースがあり、在籍訓練生総数も900名と大規模。 

 

 

４ 中核的 BTVET 機関の現状 
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9 科目訓練コース（配管、ホテルビジネス＆ケータリング、自動車、電子／電気、溶接、建築、木工、裁

縫、ビジネス） 
訓練生はほとんどが寮に寄宿。 
ニーズが高い科は、配管、自動車、ホテルビジネス＆ケータリング（Diploma レベル）など、ジンジャ周

囲の企業ニーズが反映されている。 
また他校には少ないと思われる観光向けの科目のニーズも高い。 
ここでも、木工分野のニーズが少ないことが指摘された。理由は、先の JVTI の理由に加え、担当指導員

のスキルにも問題がある点が指摘された（後述）。 
ニーズを反映して、就職率も高く、8割は超えているとのこと。 
地方からの訓練生が多く、地方ニーズと訓練内容／レベルの乖離について尋ねると、（例 地方では電気の

普及率が低いが、地方出身の電気科の訓練生の就職状況など）、地方から訓練に来ても必ずしも地方に戻る

とは限らない。地元に就職先がないのは事実であり、わざわざそこに戻る生徒は少ない。 
 
1.2 実習施設 
財政基盤がしっかりしているので、かなりの施設を保有。規模・数・質ともに、かなりのレベル。 
校内にインカム業務専門のワークショップを所有し、訓練とは別に独立した会社／工房として、収益活動

を行う。 
 
1.3 CVTIについて 
現状の協力案を提示し、了解を得る。 
CVTI・DTIMの各訓練コースに、指導員を参加させることの可否について、指導員の実践的な技術が向上

するのであれば参加させたい。 
指導員によっては、就職時から技術向上が進まず、過去の技量のまま今日に至り、現在のトレンドに取り

残されている者もいる。これは、技術向上の必要性を理解していない／必要性が無いことにも起因する。 
そのような問題点が改善されるものであれば参加させたい。 
 
1.4その他 
JICAの協力はパブリックセクターのみを対象としている。当校のような私立がJICA協力の裨益を受ける

機会がないのはいかがか、との意見。 
【所見】 
これだけの施設・キャパシティがあるのであれば、CVTIそのものを実施することも可能と推測。 
近隣に競合が想定される JVTI があるのがネックであるが、分野によりデマケーションを図ることができ

れば有効と思われる。 
 
３．Lugogo Vocational Training Institute 
日時 ：1月16日 
面談者 ：Mr. Musoke Matovu, Principal 
  Mr. Nafutali Onjie, Deputy Principal 
1.1 概略 
CVTIについての意見交換が中心。 
ジンジャ・ナカワ同様、養成2年課程訓練を実施。 
訓練実施科目は 10 科（自動車、カーエレクトロニクス、BCP、木工、電気、電子、機械、塗装、配管、

溶接） 
昼間に加え、夜間コースも実施し、キャパシティは限界と推測する。 
 
1.2 実習施設 
機材の新旧はともかく、狭く数が少ない。 
 
1.3 CVTIについて 
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人員・施設ともに難しい。 
【後日情報】 
公務員としての指導員が少なく（定員が満たされていない）、ルゴゴ VTI 雇用の指導員が多い。その指導

員を長期間研修に参加させるのは、財政的に疑問（補充人員が必要） 
各Master Trainerの資格について、言及あり。 
指導員を教えるためには、資格（Diploma）が必要であり、そのためには原案の訓練期間は短い。 
 
４．Nakawa Vocational Training Institute 
日時 ：2007年1月15日および17日 
面談者 ：校長および各科のHOSほか指導員から聴取 
 
校全体 
管理棟の各部屋は複数の鍵により施錠され、防犯対策が行われている。そのため、パソコン等の備品の保

管状況は良好。 
PCに関しては、導入されたのが2000年前後のため、PCのスペックおよびOSが古い。そろそろ限界と

思われる。 
コピー機などの事務機は、普通に使用されている。トナー等の消耗品はナカワ校自身で調達している。 
視察時は長期休暇中（2月に新学期が始まる）なので、実習・訓練状況は確認できず。 
 
電子科 
実習場内の倉庫の天井が破損している。そのため自習場の天井伝いに簡単に倉庫内部に侵入できる。実習

場全体がしっかり施錠されるので、今のところ実害はないが、早急に修復が必要。校長も認識しているの

で、追って校の予算で補修される見込み。 
倉庫以外の実習場の管理状況は良好。 
しかし、この科の実習場はもともと狭いので、今後指導員訓練を実施する場合、場所の確保に検討を要す

ると思われる。 
電子科が現在校内のネットワークを管理。本館から各実習棟（３棟）を光ケーブルで接続しLANを構成し

ているが、光→メタルに信号を切替えている装置（D-LINK）が壊れている。そのため校全体の LAN が接

続されない状況にある。3棟すべてのD-Linkが同時に壊れるという状況は、単に機器の問題ではなく、環

境・使用状況に問題があるように思われる。そのためD-Linkの交換だけで問題が解決されるのか確認が必

要。なお、LANが落ちているため、各科で作成した教材などが一括で保存されているデータサーバにアク

セスできないという問題が発生している。 
 
電気科 
管理状況良好。 
【校長の話】 
冷凍関係（冷蔵庫がほとんどなので、空調とは呼べない）のニーズが多い（訓練ニーズなのか、インカム

ニーズなのか不明確）。そこで、電気科から冷凍部門を独立させたいとの意向。単純に実習場を二つに仕切

る案のようだが、教室・機材等が不足することは必至。しかし、明確なビジョンではないので、当方から

は特にコメントはしなかった。 
 
機械科 
管理状況良好。 
視察の際、設置されている機械（フライス盤）の修理を行っていた。機械科自身で故障原因を調べ、破損

ギアを製作し、組み立てなおすという作業の最終段階であった。指導員の潜在能力は高いと思料。 
材料試験室が設置されていた。各種硬さ試験（ショア、ビッカース、ロックウェル）、金属顕微鏡、万能試

験機を設置。企業から部品の強度試験の依頼を受けて実施しているということ。しかも、強度証明のため、

試験部品を1年間保存し、クレームがあった場合に再試験が行えるように対処しているとのこと。この材

料試験だけでも、かなり高度な指導員訓練の内容となりえるものと思料。 
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自動車科 
管理状況良好。 
インカムジェネレーションの仕事も多く、「確かな修理はナカワ」という評判を獲得しているものと思料。 
問題があるとすると、実習場の周りに30台以上も散在する教材・修理車両の管理。 
修理されたまま引き取りにこない車両（未払い）、単純に預かっているだけの車両、勝手に誰かが置いてい

った車両など散在し、収集がついているのか疑問。HOSに聞くと、自身の教材車両と修理依頼の車両は台

帳にあるので把握管理されているとのこと。今後、個人車両の持ち込みの制限や、未収車両の期限設定な

ど、管理方法を検討する必要があることをコメントした。 
 
木工科 
管理状況良好。 
他の訓練校（ジンジャ、ルゴゴ、ナイル）では、木工分野は軒並み人気が無い。理由としては、個人経営

の工房が多いく、OJTにより最低限の技量を習得できるので、訓練校入所の必要性が低いことがあげられ

た。ナカワでも同様の状況であったが、プロジェクト協力を通じ、製品の質・デザイン・製作技術そのも

のが向上したことにより、最近は入所希望が増加しているとのこと。この点は、今後木工分野（溶接でも

同様の状況と推察）の指導員訓練の際の重要な点を示唆している。 
 
板金科 
機材等の管理状況は良好。しかし、実習場はまったく整理されていない。鉄板の切断片が散乱している。

HOSはじめ指導員に聞き取りを行うと、いくつかの理由が推測できる。 
①訓練休なので、インカムの仕事が多く、結果仕掛け中の仕事のために清掃されていない。 
②溶接科とひとつの実習場を共有しているため、境界線が不明な状態で使用され、結果双方で「自分たち

は使っていない＝清掃は相手がする」という意識になっていること。 
③HOSが指導員の中で、一番若いシニア指導員が代理で勤めているため、同僚の指導員をまとめ切れない。 
などが思料される。 
機器に関して言及すると、使用状態は良好。破損も見られるが、自身で修理して使用可能な状態にしてい

る。切断工具などは、無駄に新品の在庫と交換することなく、自身で再研磨しているとのこと。 
セットプレスの動作不良がある。2 ヶ月前からパンチが下降しなくなったとのこと。過去に電気科に点検

してもらったところ、回路に異常はないということ。エラー表示では「サーボの異常」。成り行きで点検し

たところ、油圧バルブの開閉音は聞こえるが動作しない。過去の点検箇所（電気科が実施）を確認したと

ころ、NC 側の回路だけ診断し、プレス本体側の回路を確認していない様子。作動油のレベル・質は通常

範囲なので、シリンダー動作のリレーかサーボそのものの破損が疑われ、エラー表示そのもの異常という

こと。ひとまずプレス本体の制御系の診断を指示。 
 
溶接科 
板金科と概況は同じ。 
デンマークの企業（缶詰工場）との協力で、ステンレスの溶接（TIG）訓練を行うため準備中。 
最適な溶接条件を設定するための実験的な作業が行われていた。企業とのタイアップであり、一応実験内

容は秘密とのこと。 
板金科も同様であるが、実習場が狭い。両方の科でそれぞれ指導員訓練を行うことはハード的に難しいの

ではないか。両科でひとつのコース「金属加工」指導員コースを行うのが現実的な対応かと思われる。 
 
寮（宿泊施設） 
若い訓練生が使うため、破損・汚れがひどい。 
指導員（第三国）が宿泊を拒否したのも理解できる。 
シャワー室は160名定員に対して1箇所しかなく、少ないのが現状。 
できれば補修することが望ましいが、現在のナカワ案(各部屋にシャワー・トイレ等を設置)が本当に妥当

であるかは、検討する必要がある。 
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